
鹿児島県立徳之島高校シラバス  科目目標 

ビジネス･コミュ

ニケーション 

［商業］ 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学

習活動を行うことなどを通して、ビジネスにおけるコミュ

ニケーションに必要な資質・能力を次のとおり身に付け

ることを目指す。 

⑴  ビジネスにおけるコミュニケーションについて実務

に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連す

る技術を身に付けるようにする。 

⑵  ビジネスにおけるコミュニケーションに関する課題

を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に

基づいて創造的に解決する力を養う。 

⑶  ビジネスを円滑に展開する力の向上を目指して、

自ら学び、ビジネスにおいてコミュニケーションを図る

ことに主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

履修学科 総合学科 

履修学年 第２学年 

履修単位 ３単位 

教科書 ビジネス･コミュニケーション 

新訂版（実教出版） 

副教材 授業の進捗状況に応じて購入する場合も

あります。 

 

学期 考査 単元名（考査範囲） 学習活動 
評価の観点 

① ② ③ 

１
学
期 

期
末
考
査 

１編 

１章 企業の組織と人間関係 

 

１．企業の組織と意思決定 

２．業務の進行方法 

３．仕事に対する心がまえ 

４．人的ネットワークの構築 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

２編  

２章 応対に関するビジネスマ

ナー 

１．挨拶 

２．身だしなみ・表情・身のこなし 

３．言葉遣い  

４．名刺交換と紹介 

５．訪問・来客の応対 

６．電話の応対 

７．席次のマナー 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

３章 交際に関するビジネスマ

ナー 

１．交際のマナー  

２．食事のマナー 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

４章 接客に関するビジネスマ

ナー 

１．接客 

２．ホスピタリティの概念と重要性 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

２
学
期 

中
間
考
査 

３編  

５章 コミュニケーションの役割

と思考方法 

 

１．コミュニケーションの役割と種類 

２．ビジネスコミュニケーションの基本 

３．ビジネスにおける思考方法 

４．ディベート 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

６章 ビジネスにおけるコミュニ

ケーション 

 

１．ディスカッション 

２．プレゼンテーション 

３．交渉 

４．苦情対応 

５．商品説明とワークショップ 

６．ソーシャルメディアを活用した情報発信 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

期
末
考
査 

７章 コミュニケーションとビジ
ネススキル 

１．会議 

２．文書におけるコミュニケーション 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

４編  
８章 企業活動のグローバル化 

１．国際化の進展とビジネス 

２．国際ビジネスにおけるコミュニケーション 

ADGｓ8の観点から消費と生産において、世界がより効率

よく資源を使えるようにする方法を学ぶ。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

３
学
期 

学
年
末
考
査 

９章 ビジネスの会話 １．国内での接客 

２．入国 

３．商談と会議 

４．帰国 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 



１０章 ビジネス文書と電子メー
ル 

１．ビジネスレター  

２．電子メールの利用  

３．貿易取引  

４．ビジネス文書  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

１１章 ビジネスにおけるプレゼ
ンテーション 

１．プレゼンテーションの構成 

２．プレゼンテーションの作成 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

   評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

評価の視点（生徒が授業や課題に取組むときに何を意識するべきか） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

実際のビジネスにおけるコミュ
ニケーションと関連付け、ビジネス
の様々な場面で役に立つコミュニ
ケーションに関する知識と技術を
身に付けている。 

【評価の対象】 

定期考査、ワークシート、課題 

 

ビジネスにおけるコミュニケー
ションに関する課題を発見すると
ともに、コミュニケーションに関す
る理論、成功事例や改善を要する事
例など科学的な根拠に基づいて工
夫してよりよく解決する力を養っ
ている。 

【評価の対象】 

定期考査、ワークシート、課題 

自らコミュニケーションについ
て学ぶ態度及び組織の一員として
自己の役割を認識して当事者とし
ての意識をもち、他者と信頼関係を
構築して積極的にビジネスにおい
て日本語や外国語を用いてコミュ
ニケーションを図る態度を養って
いる。 

【評価の対象】 

定期考査、振り返りシート、課題の
取組 

 

担当者から（授業を受けるときの約束事・勉強の仕方・成績のつけかた） 

１ 授業を受ける際の約束事 

⑴ 忘れ物をしない（忘れ物がある場合は、事前に教科担任に申し出る）。 

⑵ 正しい姿勢で授業に臨む。 

⑶ 目標をもって取り組む。 

２ 勉強の仕方 

座学では、ビジネスの様々な場面におけるコミュニケーションに関する知識を覚えましょう。また、

実技では、座学で学んだことを生かしながら課題を発見し、日常生活で知識を活用する力を付けまし

ょう。 

３ 成績のつけ方 

   上記の評価の観点に基づき成績をつけます。特に定期考査・実習や課題の取組を重視します。 

 



鹿児島県立徳之島高校シラバス  科目目標 

ビジネス基礎 ［商業］ 
商業の見方・考え方を働かせ、実践的・

体験的な学習活動を行うことなどを通し

て、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ

経済社会の健全で持続的な発展を担う職

業人として必要な基礎的な資質・能力と

次のとおりに育成することを目指す。 

(1) ビジネスについて実務に即して体

系的・系統的に理解するとともに、関

連する技術を身に付けるようにする。 

(2)  ビジネスに関する課題を発見し、ビ

ジネスに携わる者として科学的な根

拠に基づいて創造的に解決する力を

養う。 

(3)  ビジネスを適切に展開する力の向

上を目指して自ら学び、ビジネスの創

造と発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

  

履修学科 総合学科 

履修学年 第２学年 

履修単位 ３単位 

教科書 ビジネス基礎（実教出版） 

副教材 ビジネス基礎問題集（実教出版） 

ビジネス計算検定問題集(1～3級)(実教出版) 

授業の進捗状況に応じてその他の教材を購入

する場合もあります。 

  

学期 月 単元名 学習内容や学習活動 
評価の観点 

① ② ③ 

１
学
期 

４ 
第 1 章 

商業の学習とビジネス 

１．いざ、ビジネスの世界へ 

２．私たちの社会とビジネス 

 商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概要に

ついて理解する。 

 ビジネスの役割について、企業の社会的責任

や、環境、エネルギー、食料などの社会的な課題

について具体的な事例と関連付けて学ぶ。 

 実践する力、職業人として必要な豊かな人間

性、他者と協働する力を身に付ける。 

 

SDGs11の観点から、現代社会の課題とビジネスに

着目し、都市部とそのまわりの地域と農村部と

が、経済的、社会的、環境的にうまくつながりあ

うことを支援する方法を学ぶ。 

○ ○ ○ 

５ 

６ 

第 2 章 

ビジネスとコミュニケーション 

１．コミュニケーション 

２．ビジネスマナー 

３．情報の入手と活用 

 ビジネスにおける信頼関係構築の意義と重要

性を学ぶ。 

ビジネスマナーの意義を理解し、場面に応じて

考え、活動できる力を身に付ける。 

企業活動における情報の重要性について理解

し、情報の活用及び評価・改善を行う。 

 

ビジネス計算実務検定 

○ ○ ○ 

期末考査  ○   

７ 

第 3 章 

経済と流通の基礎 

１．経済の仕組みとビジネス 

２．経済活動と流通 

経済の仕組みと流通の必要性について理解す

る。 

経済の基本概念、流通の役割など経済と流通に

関する知識を基盤として、流通に関する課題を発

見し、その解決方法を考える。 

流通を支える組織の一員としての役割を果た

すことができる力を身に付ける。 

○ ○ ○ 

２
学
期 

８ 
第 4 章 

さまざまなビジネス 

１．ビジネスの種類 

２．小売業 

３．卸売業 

４．金融業 

５．情報通信業 

ビジネスの種類について理解し、流通や流通に

かかわるさまざまなビジネスについて学ぶ。 

流通や流通にかかわるビジネスに関する知識

を基盤として、流通や流通に関わる様々なビジネ

スに関する課題を発見し、その対応策を考える。 

流通や流通に関わる組織の一員としての役割

を果たすための力を身に付ける。 

○ ○ ○ ９ 

10 

中間考査  ○   



11 

第 5 章 

企業活動の基礎 

１．ビジネスと企業 

２．マーケティングの重要性 

３．資金調達 

４．財務諸表の役割 

５．企業活動と税 

６．雇用 

企業活動の形態と組織、マーケティングの重要

性と流れなど企業活動に必要な知識を学ぶ。 

企業活動に関する知識を基に、企業活動の動向

など、企業活動に関する課題を発見し、その対応

先を考える。 

企業活動の展開について、組織の一員としての

役割を果たすことができる力を身に付ける。 

 

全商ビジネス計算実務検定 

○ ○ ○ 

期末考査  ○   

12 

第 6 章 

ビジネスと売買取引 

１．売買取引の手順 

２．代金決済 

売買取引、代金決済など取引に関する知識や技

術を学ぶ。 

取引に関する知識や技術を基に、実務における

取引に関する課題を発見し、その対応策を考え

る。 

契約の履行と締結について、組織の一員として

の役割を果たすことができる力を身に付ける。 

○ ○ ○ 

３
学
期 

１ 
第 7 章 

ビジネス計算 

１．ビジネス計算の基礎 

２．ビジネス計算の応用 

ビジネス計算に関する知識や技術を学ぶ。 

ビジネス計算について学び、その知識と技術で

組織の一員としての役割を果たすことができる

力を身に付ける。 
○ ○ ○ 

２ 

学年末考査  ○   

３ 

第 8 章 

身近な地域のビジネス 

１．さまざまな地域の魅力と課題 

２．地域ビジネスの動向 

様々な地域の魅力と課題、地域ビジネスの動向

について学ぶ。 

様々な地域のビジネスに関する知識などを基

に、身近な地域のビジネスに関する課題を発見

し、その対応策を考える。 

ビジネスの振興による地域の発展について、組

織の一員としての役割を果たすことができる力

を身に付ける。 

 

SDGs11の観点から、日本の伝統文化や地域密着型

ビジネスに着目し、女性や子ども、お年寄りや障

がいのある人などをふくめて、だれもが、安全で

使いやすい緑地や公共の場所を使えるようにす

る方法を学ぶ。 

○ ○ ○ 

   評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

評価の視点（生徒が授業や課題に取組むときに何を意識するべきか） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ビジネスについて実務に即して体系

的・系統的に理解し、ビジネスの様々な

場面で役に立つ、ビジネスに関する基礎

的な知識と技術を身に付けている。 

ビジネスをはじめとして様々な知識、

技術を活用し、ビジネスに関する課題を

発見するとともに、企業活動が社会に及

ぼす影響を踏まえ、市場の動向、ビジネ

スに関する理論、データ、成功事例や改

善に関する根拠に基づいて工夫してより

よく解決することについて考えている。 

ビジネスを適切に展開する力の向上を

目指して自らビジネスについて学ぶ態度

及び組織の一員として自己の役割を認識

して、当事者としての意識をもち、他者

と信頼関係を構築して積極的に関わり、

ビジネスの創造と発展に責任をもって取

り組もうとしている。 

担当者から（授業を受けるときの約束事・勉強の仕方・成績のつけかた） 

【評価の方法】 

(知識・理解)定期考査の成績、単元ごとの確認テスト 

(思考・判断・表現)ワークシート、提出物、レポート 

(主体的に学習に取り組む)ワークシート、提出物 

【検定試験について】 

 全商ビジネス計算検定試験は、６月と 11 月に行われます。（普通計算部門・ビジネス計算部門） 

 ６月にビジネス計算検定（電卓）普通計算部門３級・ビジネス計算部門３級を受験します。 

１１月にビジネス計算検定（電卓）普通計算部門２級か１級・ビジネス計算部門２級か１級を受検します。 

【授業で使う道具】 

筆記用具、教科書、問題集 、ワークシート、電卓、ノート 

 



鹿児島県立徳之島高校シラバス  科目目標 

情報処理 ［商業］ 
商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的

な学習活動を行うことなどを通して、企業におい
て情報を適切に扱うために必要な資質・能力を次
のとおり身に付けることを目指す。 

⑴ 企業において情報を扱うことについて実務
に即して体系的・系統的に理解するとともに、
関連する技術を身に付けるようにする。 

⑵ 企業において情報を扱うことに関する課題
を発見し、ビジネスに携わる者として科学的な
根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

⑶ 企業活動を改善する力の向上を目指して自
ら学び、企業において情報を適切に扱うことに
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

履修学科 総合学科 

履修学年 第２学年 

履修単位 ４単位 

教科書 情報処理 新訂版（東京法令出版） 

副教材 情報処理検定模擬試験問題集 情報基礎 

情報処理検定模擬試験問題集 情報処理 

ビジネス文書実務検定模擬試験問題集 

１・２級 

 

学期 考査 単元名（考査範囲） 学習活動 
評価の観点 

① ② ③ 

１
学
期 

期
末
考
査 

第 1章 企業活動と情報処理 第1節 ビジネスと情報 
○ ○ ○ 

第2節 コミュニケーションと情報デザイン 
○ ○ ○ 

第３節 情報モラル 
○ ○ ○ 

第２章 コンピュータシステムと

情報通信ネットワーク 

第１節 コンピュータシステムの概要 
○ ○ ○ 

第２節 情報通信ネットワークの仕組みと構成 
○ ○ ○ 

第４章 ビジネス文書の作成 第１節 文章の表現 
○ ○ ○ 

第２節 文書作成ソフトウェアの特徴 
○ ○ ○ 

第３節 ビジネス文書の種類と作成 
○ ○ ○ 

全商ビジネス文書検定 問題演習 
   

２
学
期 

中
間
考
査 

第２章 コンピュータシステムと

情報通信ネットワーク 

第３節情報通信ネットワークの活用 
○ ○ ○ 

第４節 情報セキュリティの確保 
○ ○ ○ 

全商情報処理検定 問題演習 
   

期
末
考
査 

第３章 情報の収集と分析 第１節 ビジネスと統計 
○ ○ ○ 

第２節 表・グラフの作成と表計算ソフトウェアの特徴 
○ ○ ○ 

第３節 情報の分析 
○ ○ ○ 

全商ビジネス文書検定 問題演習 
   

３
学
期 

学
年
末
考
査 

第３章 情報の収集と分析 第４節 問題の発見と解決の方法 
○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

全商情報処理検定 問題演習    

第５章 プレゼンテーション 第１節 プレゼンテーションの技法 ○ ○ ○ 

第２節 プレゼンテーションソフトウェアの基本的操作と

活用 
○ ○ ○ 

   評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

SDG’s番号８：産業と技術革新の基盤をつくろう  

 表計算ソフトウェアの機能を活用し、情報収集と分析を行う知識と技能を身につける。また、企業

の財務諸表等の情報を収集・分析し、企業の経営状況の把握や課題の発見、解決方法を考える実践力

を身につける。 



評価の視点（生徒が授業や課題に取組むときに何を意識するべきか） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

企業において情報を扱うことに
ついて実務に即して体系的・系統的
に理解するとともに、関連する技術
を身に付けている。 

 

 

【評価の対象】 

定期考査、ワークシート、課題 

 

企業において情報を扱うことに
関する課題を発見し、ビジネスに携
わる者として科学的な根拠に基づ
いて創造的に解決する力を養って
いる。 

 

【評価の対象】 

定期考査、ワークシート、課題 

企業活動を改善する力の向上を
目指して自ら学び、企業において情
報を適切に扱うことに主体的かつ
協働的に取り組む態度を養ってい
る。 

 

【評価の対象】 

定期考査、振り返りシート、課題の
取組 

 

担当者から（授業を受けるときの約束事・勉強の仕方・成績のつけかた） 

１ 授業を受ける際の約束事 

⑴  忘れ物をしない（忘れ物がある場合は、事前に教科担任に申し出る。） 

⑵  正しい姿勢で授業に臨む。 

⑶  目標をもって取り組む。 

 

２ 勉強の仕方 

 ⑴ 座学では、情報に関する用語や知識を章末問題等を解くことで理解し、覚えましょう。また、実技

では、座学で学んだことを生かしながら課題に取り組み、知識を活用する力を付けましょう。 

 

３ 成績のつけ方 

  上記の評価の観点に基づき成績をつけます。特に普段の授業に取り組む態度・定期考査・実習や課題

の取組状況を総合的に評価します。 

 



鹿児島県立徳之島高校シラバス  科目目標 

簿  記 ［商業］ 
商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験

的な学習活動を行うことなどを通して、取引の

記録と財務諸表の作成に必要な資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

(1) 簿記について実務に即して体系的・系統

的に理解するとともに、関連する技術を身

に付けるようにする。 

(2)  取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥

当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる

者として科学的な根拠に基づいて創造的に

課題に対応する力を養う。 

(3)  企業会計に関する法規と基準を適切に適

用する力の向上を目指して自ら学び、適正

な取引の記録と財務諸表の作成に主体的か

つ協働的に取り組む態度を養う。 

  

履修学科 総合学科 

履修学年 第２学年 

履修単位 ４単位 

教科書 新簿記 新訂版（実教出版） 

副教材 最新段階式簿記検定問題集全商３級（実教出版） 

全商簿記実務検定模擬試験問題集３級（実教出版） 

授業の進捗状況に応じてその他の問題集を購

入する場合もあります。 

  

学期 月 単元名 学習内容や学習活動 
評価の観点 

① ② ③ 

１
学
期 

４ 

第 1 編 簿記の基礎 

第 1 章 簿記の基礎 

第 2 章 資産・負債・純資産と貸

借対照表 

第 3 章 収益・費用と損益計算書 

・簿記の意味・目的を明らかにして、記帳の重要

性を理解する。 

SDGs16 の観点からあらゆる形の汚職や贈賄を大き

く減らすための貴重方法を学ぶ。 

・簿記の種類、前提条件など簿記のアウトライン

を理解し、簿記の学習の心構えを養う。 

・資産・負債・純資産(資本)の意味を明らかにし、

これらの相互関係を理解する。 

・貸借対照表の意味・形式などを明らかにし、そ

の作り方を習熟する。 

・純損益を計算する方法(財産法)を理解する。 

・各種の等式を理解し、覚える。 

・収益・費用の意味を明らかにし、純損益を計算

する方法(損益法)を理解する。 

・損益計算書の意味・形式などを明らかにし、そ

の作り方を習熟する。 

○ ○ ○ 

５ 

第4章 取引と勘定 

第5章 仕訳と転記 

第6章 仕訳帳と総勘定元帳 

第7章 試算表 

・取引により、資産・負債・資本が増減すること

を理解する。 

・勘定・勘定科目・勘定口座などの意味を理解す

る。 

・勘定口座の形式を明らかにし、記入法を習熟す

る。 

・取引を分解して、勘定に記入する方法を理解・

習熟する。 

・貸借平均の原理を理解する。 

・仕訳の意味を明らかにし、各種の取引の仕訳を

習熟させる。 

・仕訳を勘定口座に転記する方法を理解し、習熟

させる。 

・仕訳帳の形式・記入法を理解させ、記帳を習熟

する。 

・総勘定元帳の意味を明らかにし、仕訳帳からの

転記の市価らを習熟する。 

・試算表の役割・種類・それぞれの特徴などを明

らかにし、その作り方を習熟する。 

○ ○ ○ 



６ 

第8章 精算表 

第9章 決算 

第2編 取引の記帳(その1) 

第10章 現金・預金などの取引 

・精算表の役割を明らかにし、その作り方を習熟

する。 

・精算表から複式簿記の仕組みを理解する。 

・決算の意味・必要性・重要性について理解する。 

・決算手続き全体の流れを理解し、その記帳を習

熟する。(英米式決算法) 

・繰越試算表の役割を理解する。 

・決算を正確に行う心構えを養う。 

・現金に関する記帳方法と現金出納帳の記帳方法

について理解する。 

・現金過不足の処理方法を理解する。 

・当座預金勘定の記帳方法と当座預金出納帳の記

帳方法について理解する。 

・小口現金のシステムを理解し、その記帳方法と

記帳の習熟をはかる。 

○ ○ ○ 

期末考査  ○   

７ 

第 11 章 商品売買の取引 

第 12 章 掛け取引 

第 13 章 手形の取引 

・分記法の復習から 3 分法による商品売買の記帳

方法を理解する。 

・仕入帳・売上帳・商品有高帳の役割と記帳方法

を明らかにし、その記帳の方法を習熟する。 

・商品有高帳について、先入先出法と移動平均法

を理解する。 

・売上原価を計算し、商品売買損益を計算する方

法について明らかにする。 

・掛け取引の意味を明らかにし、売掛金勘定と買

掛金勘定の記帳方法を理解する。 

・人名勘定の意味を明らかにする。 

・売掛金元帳と買掛金元帳の役割を明らかにし、

その記帳を習熟する。 

・手形の種類を明らかにする。 

・約束手形の仕組みと記帳方法を理解し、各種取

引の記帳方法について習熟する。 

・手形記入帳の役割と記帳方法を理解する。 

○ ○ ○ 

２
学
期 

８ 
第 14 章 その他の債権・債務の

取引 

第 15 章 固定資産の取引 

第 16 章 個人企業の資本の取引 

第 17 章 販売費と一般管理費、

税金の取引 

・売掛金・買掛金・受取手形・支払手形以外の各

種の債権・債務について、その記帳方法や違いな

どを理解する。 

・各種の債権・債務の記帳を習熟する。 

・固定資産の意味と種類を明らかにし、固定資産

に関する記帳方法を理解する。 

・固定資産台帳の役割を明らかにする。 

・個人企業における資本の元入れ、引き出しなど

の記帳方法を理解する。 

・引出金勘定を用いた場合の記帳方法を理解する。 

・所得税と住民税の納付は資本の引き出しにあた

ることと、その記帳方法を理解する。 

・販売費及び一般管理費の意味と記帳方法を理解

する。 

・個人企業に課せられる税金と消費税の記帳方法

を理解する。 

○ ○ ○ 

９ 

10 

第3編 決算(その１) 

第18章 決算整理(その1) 

第19章 8桁精算表 

第20章 帳簿決算 

・決算整理の意味とその必要性を理解する。 

・3分法による商品売買に関する勘定の整理、貸し

倒れの見積もり、減価償却の処理方法を理解し、

その記帳を習熟する。 

・8桁精算表の意味を明らかにし、その作成を習熟

する。 

・帳簿決算の意味とその必要性を理解する。 

・総勘定元帳の締め切りと、繰越試算表・貸借対

照表・損益計算書の作成を習熟する。 

○ ○ ○ 

中間考査  ○   



11 

第4編 会計帳簿と帳簿組織 

第21章 会計帳簿 

第22章 伝票の利用 

第23章 会計ソフトウェアの活

用 

・今まで学んだ帳簿の種類を分類する。 

・分課制度と帳簿組織との関連について理解する。 

・証ひょう・伝票の意味とその役割を明らかにす

る。 

・3伝票を用いた場合の起票や集計方法のルールを

理解させ、習熟をはかる。 

・取引の記帳に会計ソフトウェアを活用すること

による利点を理解する。 

・会計ソフトウェアと伝票・証ひょうとの関わり

を明らかにし、伝票・証ひょうから会計ソフトウ

ェアに取引を入力する方法を習熟する。 

○ ○ ○ 

期末考査  ○   

12 

第 5 編 取引の記帳(その 2) 

第 24 章 特殊な手形の取引 

第 25 章 有価証券の取引 

 

・手形の裏書譲渡・割引・書き換え・不渡りの意

味を明らかにし、その記帳方法を理解する。 

・営業外受取手形と営業外支払手形の意味を明ら

かにし、その記帳方法を理解する。 

・有価証券の意味と計算の仕方、買い入れたとき、

売却したときの記帳方法を理解する。 

○ ○ ○ 

３
学
期 

１ 

第 26 章 本支店会計 

第 27 章 最近の実務に広がる取

引 

・支店会計の独立の意味を理解する。 

・支店会計が独立している場合の本支店間の取引、

支店相互間の取引の記帳方法を理解する。 

・本支店合併の損益計算書・貸借対照表の作り方

を理解し、その作成を習熟する。 

・クレジット売掛金と電子記録債権・電子記録債

務の意味を明らかにし、理解する。 

 

全商簿記実務検定 

○ ○ ○ 

２ 

第6編 決算(その2) 

第28章 決算整理(その2) 

・費用・収益の繰り延べ・見越しや切手・はがき

などの未使用分の意味とそれぞれの記帳方法を理

解し、習熟をはかる。 

・減価償却の間接法、有価証券の評価替えなどの

記帳方法を理解し、習熟する。 

・費用・収益の繰り延べ、見越し、間接法、有価

証券の評価などを含めた財務諸表の作成について

習熟する。 

○ ○ ○ 

学年末考査  ○   

３ 

発展編 株式会社の取引 

第29章 株式会社の取引と財務

諸表 

・株式会社の設立と株式の発行時の記帳方法を理

解する。 

・純利益の計上と剰余金の配当および処分に関す

る取引の記帳方法を理解する。 

・法人税・住民税・事業税の記帳方法を理解する。 

・株式会社の財務諸表の作成を習熟する。 

○ ○ ○ 

  評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 

 

評価の視点（生徒が授業や課題に取組むときに何を意識するべきか） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

簿記に関する基礎的・基本的な知識

と、実務と関連付けられた技術を身

に付け、ビジネスの諸活動を体系

的・系統的に把握し的確に処理する

とともに、実務に即した簿記の知識

と技術が身に付いている。 

簿記の基本的な知識と技術を活用

し、さまざまな処理法や記帳法につ

いてなぜそのように行うのかなど、

自ら思考を深め、実務に適用するこ

とにともなう課題を見いだすととも

に、会計情報が社会に及ぼす影響を

踏まえ、簿記に関する理論、企業活

動の流れなど会計法規や基準に基づ

いて、課題を解決しようとする力が

身に付けている。 

企業会計に関する法規と基準を適切

に用いて、簿記の理解・活用力向上

を目指して自ら学ぶ態度を養い、組

織の一員としての自己の役割を認識

し、当事者としての意識を持ち、記

帳・決算など適正な取引の記録と財

務諸表の作成に責任をもって取り組

む態度が身に付いている。 

 

 



 

担当者から（授業を受けるときの約束事・勉強の仕方・成績のつけかた） 

【評価の方法】 

(知識・理解)定期考査の成績、単元ごとの確認テスト 

(思考・判断・表現)問題集への取り組み、提出物、レポート 

(主体的に学習に取り組む)問題集への取り組み、提出物 

 

【検定試験について】 

 全商簿記検定試験は、６月と１月の年に２回実施されますが、１月に３級を受検します。２学年では３級取得が目

標です。 

 

 

【授業で使う道具】 

筆記用具（赤ペン・定規）、電卓、教科書、ノート、問題集  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



鹿児島県立徳之島高校シラバス  科目目標 

ソフトウェア活用 ［商業］ 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的
な学習活動を行うことなどを通して、企業活動
におけるソフトウェアの活用に必要な資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。 
⑴ 企業活動におけるソフトウェアの活用につ
いて実務に即して体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身に付けるように
する。 

⑵ 企業活動におけるソフトウェアの活用に関
する課題を発見し、ビジネスに携わる者とし
て科学的な根拠に基づいて創造的に解決する
力を養う。 

⑶ 企業活動を改善する力の向上を目指して自ら

学び、企業活動におけるソフトウェアの活用に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

履修学科 総合学科 

履修学年 第３学年 

履修単位 ４単位 

教科書 ソフトウェア活用（実教出版） 

副教材 情報処理検定模擬試験問題集１級 

授業の進捗状況に応じてその他の問題

集を購入する場合もあります。 

 

学期 考査 単元名（考査範囲） 学習活動 
評価の観点 

① ② ③ 

１
学
期 

期
末
考
査 

第１章 企業活動とソフトウェ

アの活用 

第1節 ビジネスにおけるソフトウェアの活用 ○ ○ ○ 

第2節 ビジネスにおけるソフトウェアの進化 ○ ○ ○ 

第２章 情報通信ネットワーク

の活用 
第１節 情報通信ネットワークの導入と運用 ○ ○ ○ 

第２節 情報資産の保護 ○ ○ ○ 

第３章 表計算ソフトウェアの

活用 
第１節 表計算ソフトウェアを用いた情報の集計と分析 ○ ○ ○ 

第２節 表計算ソフトウェアを用いたオペレーションズ・

リサーチ 
○ ○ ○ 

第３節 手続きの自動化 ○ ○ ○ 

全商ビジネス文書検定 問題演習 ○ ○ ○ 

２
学
期 

中
間
考
査 

第４章 データベースソフトウ

ェアの活用 
第１節 ビジネスとデータベース ○ ○ ○ 

第２節 データベースの作成と操作 ○ ○ ○ 

第３節 手続きの自動化 ○ ○ ○ 

第４節 データベースの構造 ○ ○ ○ 

第５節 SQLの操作 ○ ○ ○ 

全商情報処理検定 問題演習 ○ ○ ○ 

期
末
考
査 

第5章 業務処理用ソフトウェ

アの活用 
第１節 グループウェアの活用 ○ ○ ○ 

第２節 販売管理ソフトウェアの活用 ○ ○ ○ 

第３節 給与計算ソフトウェアの活用 ○ ○ ○ 

全商ビジネス文書検定 問題演習 ○ ○ ○ 

３
学
期 

卒
業
考
査 

第６章 情報システムの開発 
第１節 システム開発の基礎 ○ ○ ○ 

第２節 アルゴリズムの基礎 ○ ○ ○ 

第３節 情報システムの開発演習 ○ ○ ○ 

全商情報処理検定 問題演習 ○ ○ ○ 

   評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 



評価の視点（生徒が授業や課題に取組むときに何を意識するべきか） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

実務と関連付けて、ビジネスのさ
まざまな場面で役に立つソフトウ
ェアの効果的な活用に関する知識
と技術を身に付けている。 

 

【評価の対象】 

定期考査、ワークシート、課題 

 

ソフトウェアの活用をはじめと
したさまざまな知識、技術などを活
用して、企業活動におけるソフトウ
ェアの活用に関する課題を発見し
ようとしている。また、ソフトウェ
アの活用が企業活動に及ぼす影響
を踏まえ、ソフトウェアに関する技
術などによってこれらの課題を解
決するための最適な解を導き出し、
よりよく解決しようとしている。 

 

【評価の対象】 

定期考査、ワークシート、課題 

企業活動を改善する力の向上を
目指して自らソフトウェアの活用
について学ぶ態度を身に付けてい
る。また、組織の一員として自己の
役割を認識して当事者としての意
識をもち、他者と積極的に関わりな
がら、企業活動におけるソフトウェ
アの活用に責任をもって取り組む
態度を身に付けている。 

 

【評価の対象】 

定期考査、振り返りシート、課題の
取組 

 

担当者から（授業を受けるときの約束事・勉強の仕方・成績のつけかた） 

 

【評価の方法】 

 定期考査の成績、提出物、学習態度、出欠等を総合的に評価します。 

 

【検定試験について】 

 全商情報処理検定試験は、９月と１月の年２回実施されます。２級と３級が合格していない場合は、９

月に情報処理検定を受検します。（９月に受検して不合格であった場合は、１月に再受検することもでき

ます。）1月は１級を受検する予定です。 

  

【勉強の進め方】 

 表計算ソフトの応用的内容である表計算ソフトの自動化処理、システム開発の基礎等を学習します。授

業内容は全商情報処理検定１級の内容になりますが、検定前には受検する級の学習を行います。勉強で戸

惑うことなどがあれば、教科担任の先生にすぐに質問・相談をしてください。 

 

【授業で使う道具】 

教科書、問題集、筆記用具 

 

 



鹿児島県立徳之島高校シラバス  科目目標 

課題研究 ［商業］ 
 商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体
験的な学習活動を行うことなどを通して、ビ
ジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の
健全で持続的な発展を担う職業人として必
要な資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。 
(1) 商業の各分野について実務に即して体

系的・系統的に理解するとともに、相互に
関連付けられた技術を身に付けるように
する。 

(2) ビジネスに関する課題を発見し、ビジ
ネスに携わる者として解決策を探究し、
科学的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。 

(3) 課題を解決する力の向上を目指して自
ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的
かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

履修学科 総合学科 

履修学年 第３学年 

履修単位 ４単位 

教科書  

副教材 課題内容に即したテキスト等 

 

学期 月 単元名（考査範囲） 学習内容 
評価の観点 

① ② ③ 

１
学
期 

４ 

５ 

６ 

７ 

・ オリエンテーション 
・ テーマの設定、年間計画
作成 

・ 学習活動 
 
・ 中間報告 

・ 課題研究の意義を理解する。 
・ テーマを設定し、年間計画を作成
する。 

・ 年間計画に沿って、調査・研究に
向けての取り組みを行う。 

・ これまでの取り組みについて、中
間報告を行う。 

○ ○ ○ 

２
学
期 

８ 

９ 

10 

11 

12 

・ 学習活動 
 
・ 最終報告 

・ 課題研究発表会の準備 

・ 年間計画に沿って、調査・研究に
向けての取り組みを行う。 

・ これまでの研究の成果をまとめ、
最終報告を行う。 

・ 課題研究発表用のスライドや研
究報告集の作成を行う。 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

３
学期 １ ・ 課題研究発表会 ・ 課題研究発表会を行う。 

・ 研究報告集を作成する。 
○ ○ ○ 

評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SDG’s番号11：住み続けられるまちづくりを、SDG’s番号12：つくる責任 つかう責任 

 地域の課題と経済資源に着目し、自然遺産や伝統文化の保護と地域の経済成長と持続

可能な観光業を促進するための解決策を模索する。 



 

評価の視点（生徒が授業や課題に取組むときに何を意識するべきか） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

商業の各分野について実務に即
して体系的・系統的に理解すると
ともに、相互に関連付けられた技
術を身に付けている。 

 

 

【評価の対象】 

 日誌、報告書、発表会資料等 

ビジネスに関する課題を発見
し、ビジネスに携わる者として解
決策を探究し、科学的な根拠に基
づいて創造的に解決する力を養っ
ている。 
 

【評価の対象】 

 日誌、報告書、発表会資料等 

課題を解決する力の向上を目指
して自ら学び、ビジネスの創造と
発展に主体的かつ協働的に取り組
む態度を養っている。 

 

 

【評価の対象】 

日誌、報告書、課題研究発表会 

 

 

担当者から（授業を受けるときの約束事・勉強の仕方・成績のつけかた） 

・商業に関する課題を設定し、その課題を解決するために積極的に研究に取り組んで下さい。 
・授業の評価は、課題研究日誌、提出物、学習態度や取組状況、で総合的に評価します。 

 



鹿児島県立徳之島高校シラバス  科目目標 

原価計算 ［商業］ 
 商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験

的な学習活動を行うことなどを通して、原価情

報の提供と活用に必要な資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。 

(1) 原価計算、原価計算に関する会計処理及

び原価情報の活用について実務に即して体

系的・系統的に理解するとともに、関連す

る技術を身に付けるようにする。 

(2) 原価計算、原価計算に関する会計処理及

び原価情報を活用する方法の妥当性と課題

を見いだし、ビジネスに携わる者として科

学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応

する力を養う。 

(3) 企業会計に関する法規と基準を適切に適

用する力及び適切な原価管理を行う力の向

上を目指して自ら学び、適切な原価情報の

提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に

取り組む態度を養う。 

  

履修学科 総合学科 

履修学年 第３学年 

履修単位 ４単位 

教科書 原価計算（実教出版） 

副教材 最新段階式簿記検定問題集１級原価計算(実教出版) 

全商簿記実務検定模擬試験問題集 1 級原価計算(実

教出版) 

  

学期 月 単元名 学習内容や学習活動 
評価の観点 

① ② ③ 

１
学
期 

４ 

第１編  

原価計算の基礎 

第１章  

原価と原価計算 

第２章  

原価計算のあらまし 

 

・ 工業簿記は製造業に適用されるものであるこ

とを理解する。 

・ 工業簿記と原価計算の関係を理解する。 

・ 原価の意味（製造原価・総原価）を理解する。 

・ 原価要素の性格とその分類について理解する。 

・ 原価要素の集計のしかたと原価計算表の役割

を理解する。 

・ 原価計算の四つの目的について理解する。 

・ 原価計算の手続きについて理解する。 

・ 原価計算期間について理解する。 

・ 原価計算の種類を理解する。 

○ ○ ○ 

５ 

第３章  

工業簿記—製造業における簿記— 

・ 工業簿記における勘定記入の特徴を理解する。 

・ 工業簿記に特有な勘定科目とそれぞれの記帳

方法を理解する。 

・ 工業簿記の一連の記帳手続を学習することに

より、全体的な構造を理解する。 

○ ○ ○ 

６ 

第２編  

原価の費目別計算 

第４章  

材料費の計算 

・ 材料費の分類とその内容を理解する。 

・ 材料費の仕入れと記帳方法、元帳への転記を

理解する。 

・ 材料の保管について理解する。 

・ 棚卸減耗の意味とその処理方法を理解する。 

・ 材料の消費と記帳方法、原価元帳への記入方

法について理解する。 

・ 材料の消費単価と消費数量の計算方法につい

て理解する。 

・ 予定価格により、消費高を計算することの意

味、予定価格を用いた二通りの記帳法を理解す

る。 

○ ○ ○ 

期末考査  ○ ○  

７ 

第５章  

労務費の計算 

第６章  

経費の計算 

・ 労務費の分類とその内容を理解する。 

・ 賃金支払高の計算と記帳方法を理解する。 

・ 賃金消費高の計算と記帳方法を理解する。 

・ 予定賃率による消費賃金の計算と記帳方法を

理解する。 

・ 賃金以外の労務費の種類、その計算と記帳方

法を理解する。 

・ 経費の意味とその分類を理解する。 

・ 経費の消費高の計算と記帳方法を理解する。 

○ ○ ○ 



２
学
期 

８ 
第３編 

原価の部門別計算と製品別計算 

第７章 

個別原価計算 

・ 個別原価計算のしくみを理解する。 

・ 原価計算表の記入方法を理解する。 

・ 原価元帳と製造勘定の関係を理解する。 

・ 製造間接費の配賦についての概要を理解する。 

・ 実際配賦率による配賦の欠点を説明し、予定

配賦率による配賦を理解する。 

・ 製造間接費の差異分析を理解する。 

・ 仕損品・作業くずの処理を理解する。 

○ ○ ○ 

９ 

10 

第８章  

部門別個別原価計算 

・ 部門別個別原価計算の必要性を理解する。 

・ 原価部門の設定について部門別計算の目的か

ら考えさせ、各部門の役割を理解する。 

・ 部門別個別原価計算の手続きの全体の流れを

理解する。 

・ 部門費配分表、部門費振替票を作成させ、そ

れぞれにもとづく仕訳を、マスターする。 

・ 製造部門費予定費配賦表を作成させ、それぞ

れにもとづく仕訳を、マスターする。 

・ 部門別個別原価計算の全体的な流れを再確認

する。 

○ ○ ○ 

中間考査  ○ ○  

11 

第９章 

総合原価計算 

・ 生産形態の違いから、原価計算の方法も異な

ることを理解する。 

・ 個別原価計算と総合原価計算の違いを明らか

にする。 

・ 総合原価計算の種類を理解する。 

・ 単純総合原価計算が用いられる製造業の特徴

と手続きの流れを理解する。 

・ 月末仕掛品完成品換算数量・加工費・加工進

捗度などの用語の意味を理解する。 

・ 平均法と先入先出法による月末仕掛品原価の

計算をマスターする。 

・ 単純総合原価計算表の作成と記帳法に習熟す

る。 

・ 等級別総合原価計算が用いられる製造業の特

徴と等級別総合原価計算のしくみを理解させ、

等級別総合原価計算表の作成に習熟する。 

・ 組別総合原価計算が用いられる製造業の特徴

と組別総合原価計算のしくみを理解させ、組別

総合原価計算表の作成に習熟する。 

○ ○ ○ 

期末考査  ○ ○  

12 

第 10 章 

工程別総合原価計算 

・ 工程別総合原価計算の意味と目的、手続きに

ついて理解する。 

・ 工程別総合原価計算表の作成を通して、工程

別総合原価計算のしくみを理解する。 

・ 工程別総合原価計算の手続きと記帳方法を理

解する。 

・ 半製品の意味と半製品がある場合の記帳方法

について理解する。 

○ ○ ○ 

３
学
期 

１ 

第４編  

製品の完成・販売と決算 

第 12 章 

製品の完成と販売 

第５編 

標準原価計算の基礎 

第 14 章 

標準原価計算（その１） 

 

・ 製品の完成と販売に伴う手続きと記帳方法を

理解する。 

・ 販売費及び一般管理費の記帳方法を理解する。 

 

・ 標準原価計算が原価管理に役立つ理由を学ぶ。 

・ 標準原価計算の意義と特色、全体的な流れを

理解する。 

・ 完成品と仕掛品の標準原価による計算方法を

理解する。 

全商簿記実務検定 

○ ○ ○ 



２ 

第15章 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準原価計算（その２） 

第６編  

直接原価計算の基礎 

第16章 

直接原価計算（その１） 

・ 原価差異の計算とその分析方法を理解する。 

・ 標準原価計算の記帳方法を理解する。 

・ 標準原価計算による損益計算書の作成方法を

理解する。 

 

 

 

 

 

・ 直接原価計算が利益計画に適している理由を

知らせる。 

・ 直接原価計算表の意義と特色を理解する。 

・ 直接原価計算による損益計算書の組み立て方

を理解する。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

卒業考査  ○ ○  

３ 
第17章 

直接原価計算（その２） 

・ ＣＶＰ分析や損益分岐図表により、売上高・

原価・利益の関係を理解する。 

・ 高低点法を用いた原価予測の方法を理解する。 

○ ○ ○ 

  評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 

 

評価の視点（生徒が授業や課題に取組むときに何を意識するべきか） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

原価計算、原価計算に関する会計処理

及び原価情報の活用について実務に即し

て体系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けている。 

原価計算、原価計算に関する会計処理

及び原価情報を活用する方法の妥当性と

課題を見いだし、ビジネスに携わる者と

して科学的な根拠に基づいて創造的に課

題に対応する力を養っている。 

企業会計に関する法規と基準を適切に

適用する力及び適切な原価管理を行う力

の向上を目指して自ら学び、適切な原価

情報の提供と効果的な活用に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養っている。 

 

 

担当者から（授業を受けるときの約束事・勉強の仕方・成績のつけかた） 

【評価の方法】 

(知識・理解)定期考査の成績、単元ごとの確認テスト 

(思考・判断・表現) 定期考査の成績、単元ごとの確認テスト、問題集への取り組み、提出物 

(主体的に学習に取り組む)授業に臨む姿勢、問題集への取り組み、提出物 

 

【検定試験について】 

 全商簿記検定試験は６月と１月の年に２回実施されますが、１月の原価計算１級受検を目指します。 

 

【授業で使う道具】 

筆記用具（赤ペン・定規）、電卓、教科書、ノート、問題集  

 

SDG’s番号８：働きがいも経済成長も 

 原価差異の特徴と算出方法をすることで、生産において資源が有効活用されているかどうか分析す

る力を身につける。 



鹿児島県立徳之島高校シラバス  科目目標 

総合実践 ［商業］ 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・
体験的な学習活動を行うことなどを通し
て、ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経
済社会の健全で持続的な発展を担う職業
人として必要な資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。 
(1) 商業の各分野について実務に即し

て総合的に理解するとともに、関連す
る技術を身に付けるようにする。 

(2) ビジネスの実務における課題を発
見し、ビジネスに携わる者として科学
的な根拠に基づいて創造的に解決す
る力を養う。 

(3) ビジネスの実務に対応する力の向
上を目指して自ら学び、ビジネスの創
造と発展に主体的かつ協働的に取り
組む態度を養う。 

  

履修学科 総合学科 

履修学年 第３学年 

履修単位 ４単位 

準教科書 総合実践 同時同業法を中心として(実教出版) 

副 教 材 総合実践 同時同業法を中心として 

演習用ノート(実教出版) 

  

学

期 
月 単元名 学習内容 

評価の観点 

① ② ③ 

１
学
期 

４ 

第１編「総合実践」の基礎 

 

第１章「総合実践」の学習にあたって 

第２章 応対の心得 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

５ 
第１編「総合実践」の基礎 

 

第３章 文書の作成 

     
○ ○ ○ 

６ 第１編「総合実践」の基礎 第４章 代金の支払い ○ ○ ○ 

期末考査  ○ ○ ○ 

７ 第１編「総合実践」の基礎 第３～４章 演習問題 ○ ○ ○ 

２
学
期 

８ 
第 2編 基本取引 第１章 取引開始にあたって 

第２章 仕入取引【演習１～３】 

○ ○ ○ 

９ 

10 
第２編 基本取引 第２章 仕入取引【演習４～６】 

第３章 販売取引【演習７～９】 
○ ○ ○ 

11 

第２編 基本取引 第３章 販売取引【演習10～12】 

第４章 取引のまとめ（会計処理） 

        【演習13～14】 

○ ○ ○ 

期末考査  ○ ○ ○ 

SDG’s番号８：働きがいも経済成長も 

 商業の各分野で習得した知識と技術を活用し、商品売買業における企業一連の取引について、模擬取引を

とおして販売計画の立案・会計処理などの実践力を身につけるともに商品売買業をはじめとする様々職業へ

の理解を深め、適切な勤労観を身につける。 



12 

第２編 基本取引 第４章 取引のまとめ（会計処理） 

        【演習 15～16】 

 

 

○ ○ ○ 

３
学
期 

１ 
第２編 基本取引 帳票類、財務諸表の作成、書類綴りの整理 

○ ○ ○ 

卒業考査  ○ ○ ○ 

 評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

商業の各分野について実務に

即して総合的に理解するととも

に、関連する技術を身に付けて

いる。 

 

 

【評価の対象】 

定期考査、演習用ノート、書類作

成  

ビジネスの実務における課題

を発見し、ビジネスに携わる者

として科学的な根拠に基づいて

創造的に解決する力を養ってい

る。 

 

【評価の対象】 

定期考査、演習用ノート、書類作

成 

ビジネスの実務に対応する力

の向上を目指して自ら学び、ビ

ジネスの創造と発展に主体的か

つ協働的に取り組む態度を養っ

ている。 

 

【評価の対象】 

定期考査、演習用ノート、総合実

践日誌、学習態度 

担当者から（授業を受けるときの約束事・勉強の仕方・成績のつけかた） 

 

【評価の方法】 

 定期考査の成績、書類作成(演習用ノート)、提出物、学習態度を総合的に評価します。 

 

【勉強の進め方】 

 生徒個人が商社を開業し、仕入れや販売業務に関する業務を行います。伝票・元帳・補助簿なども

出てきますので、簿記の学習内容を復習しておきましょう。また、コンピュータを利用してビジネス

取引を行いますので、先生の説明をよく聞いて、実習を行いましょう。 

 

【授業で使う道具】 

筆記用具、印鑑、電卓、教科書、演習用ノート 

 

 


